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林 昭三,島地 謙 :礁群伴出木炭の樹種,静岡県

豊田町広野北遺跡発掘調査報告書, 第四章,540,

図版 44(1985)

第 3層 (約22,000年前)から発掘された木炭の樹

種を識別した｡第3磯群からの試料では二葉松 8点,

コナラ属10点が,第5疎群では二葉松10点,コナラ

属8点が検出された｡これら両樹種は現在でも日本

各地に分布する｡

伊東隆夫,林 昭三,島地 謙 :北白川追分町遺

跡出土の木材の樹種,京都大学埋蔵文化財調査報告

III一北白川追分町縄文遺跡の調査-,京都大学埋蔵

文化財研究センター,139(1985)

北白川追分町にある京都大学北部構内の発掘に際

して,縄文時代の泥炭質層に包含されて大小多数の

木材が出土した｡そのうち58点の樹種の同定を行っ

た結果,カヤ6点, トチノキ10点,アカガシ亜属 9

点,カニデ属9点,ヤナギ属 4点,ヤマグワ4点,

キ-ダ4点,ムクノキ3点,ユズリ-属 2点,オニ

グルミ1点,アサダ1点,カツラ1点,クスノキ科

1点,-クノキ 1点,サルナシ1点,エゴノキ 1点

が検出された｡これらの出土例から湿地に強い トチ

ノキ,カエデ属,ヤナギ属,カツラ,オニグルミ,

ヤマグワ,辛-ダ,ムクノキの中に常緑広葉樹のア

カガシ亜属や針葉樹のカヤが相当量混交していたも

のと推定した｡

H･KURODA and K･SI{IMAJI:Fiber Length

Measllring Syste- With a Digitizerand a

Microcomputer,Wood Research,No.72,52

(1986)

黒田宏之,島地 謙 :ディジタイザーとマイコンを

利用した繊維長計測システム

木材の材質指標となる繊維長を多量に計測するた

めの安価なシステムを開発 し,その性能をテス トし

た｡またディジタイザーの制御, 8ビットマイコン

系による繊維長記録,データ処理,図表化作業等の

一連のソフトウェアを記載 した｡このシステムは実

験補助者によっても容易に操作でき, 100本の繊維

を計測するのに15分前後を要した｡投影機とディジ

タイザーを組み合せることによって繊維長の分解能

は組 O.2mm を得ることができた｡ 以上の結果か

らこのシステムは経済性,作業能率,計測精度の点

で優れてお り,繊維長の繰返 し計測に適することが

証明された｡

T･ITOH,R･L LEGGEandR.M.BROWN,Jr.:The

Effects ofSelected Inhibitorson Cellulose

MicrofibrilAssemblyinBoergesenlaforbesil

(Chlorophyta)Protoplasts,J.Phyco1.,22,224

(1986)

伊東隆夫, レイモンド レッグ,マルカム ブラウ

ン:マガタマモプロトプラス トのセルロースミクロ

フィブリルアッセンブリ一に及ぼす二,三の阻害剤

の影響

マガタマモのプロトプラス トをタンパク質合成阻

害剤で処理 してそれのセルロース合成に及ぼす影響

を調べた｡セルロースに結びついたティノパルを蛍

光顕微鏡で調べるとセルロース合成は 10〃M のシ

クロ-キシミドによって可逆的に阻害された｡シク

ロヘキシミド処理 した細胞のフリーズフラクチャ-

ならびに画像処理により原形質膜内野粒の数が減少

することがわかった｡しかし,ターミナルコンプレ

ックスは常にそのまま残っていた｡プロトプラス ト

ができる最初の 1時間以内にアクチノマイシンDで

処理するとセルロース合成ならびにターミナルコン

プレックスの形成を非可逆的に妨げる｡新たなタン

パク質合成がプロトプラス トによる細胞壁再生に必

要である｡今回のデータはターミナルコンプレック

スを構成するサブユニットがターンオーバーしない

ことを示すが,同時にセルロース合成に欠かすこと

のできない絶えず新生するタンパク質が存在するで

あろうことをも示す｡

越島哲夫 :ヘミセルロース, =木材の科学= (原田

浩,原口隆英)文永堂出版 (秩),東京,p.66-

103(1985)

- ミセルロースの分離 ･分析 ･化学構造 ･反応に
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ついて記述 した｡

越島哲夫 :セルロースバイオマスの現状と将来, =

機能性セルロースの開発'' (秩)シーエムシー,東

京,ド.ト 18(1985)

起源によるセルロースの違い,セルロース/ミイオ

マスの利用の方向,とくにマイクロ波を用いるリグ

ノセルロースの酵素糖化などにつき述べた.

.J･AzuMA,T.AsAI,M.IsAKAandT.KosHリIMA:

Effects of Microwave Irradiation on En_

2:y-aticSusceptibility ofCrystallineCellu-

lose,JIFerment･Technol･,63(6),529 (1985)

東 順一,浅井遣弘,井阪正夫,越島哲夫 :結晶セ

ルロースの酵素的反応性に及ぼすマイクロ波照射の

効果

結晶性セルロース (WhaLmanCF-ll)を水,酢

酸水溶液, リグニンあるいは リグニンのモデル化合

物を含む酢酸水溶液の存在下マイクロ波加熱 し,形

素に対する反応性を比較検討 した｡水の存在下では

220℃ 以上の温度に加熱することが酵素に対する反

応性を高めるために不可欠であった｡0.1-0.5%の

酢酸の存在下でマイクロ波加熱することにより糖化

率は署しく促進された｡ リグニンの存在は200℃ 以

下の加熱では促進効果を示 したが,これ以上の温度

では逆に阻害作用を示 した｡この阻害作用は リグニ

ンのモデル化合物を用いた場合認められず加熱温度

の上昇とともに糖化率は上昇 した｡ リグニンのモデ

ル化合物の場合,側鎖における不飽和結合の存在が

重要因子となっていることが示唆された｡

J.AzUMA,T. NoMURA and T･ KosHIJIMA:

Lignin-Carbo壬lydrate ComplexesContaining

PhenolicAcidsIsolatedfrom theCulmsor

Ba-boo,Agric･Biol･Chem･,49(9),2661(1985)

束 順一,野村隆我,越島哲夫 :竹から単離 したフ

ェノール酸を含有するリグニン-炭水化物複合体

モウソウ竹より水可溶性 の リグニン･糖 結合体

(LCC-W)を単離 し, Sepharose4B を用いたゲ

ル炉遇により分画を試みた｡LCC-W は W-I,2,3

の三成分に分離された｡これらの三成分は, リグニ

ソ含量,糖含量に著 しい差が認められた｡糖部分は

三成分 ともに共通 してお り, 針 (1-4)結合 したキ

シロース30個あた り,4-0-メチルグル ク ロン酸が

1個 と,アラビノースが 1- 2個 結合 してい る｡

LCC-W には, リグニンと糖の他に,フェノー′レ酸

を有 していた｡ フェノール酸は p-クマ-ル酸とフ

ェルラ酸からな り,それぞれ リグニン,糖 とエステ

ル結合している｡ リグニンと糖間の結合にはアルカ

リに弱い結合と強い結合の二種存在することが示唆

された ｡

H.YASUFUKU,J.AzUMA,S･ KIDO and T･

KosHTJIMA.･Water-SolubleGlycocoqugatesof

Vegetables I･ Isolation and Properties

ofArabinogalactan-Proteinsfro- Cabbage,

Agric･BioL Chem･,49(12),3429 (1985)

安福英子,東 順一,木戸詔子,越島哲夫 :野菜の

水溶性グリココンジュゲイ トⅠ.キャベツよりアラ

ノガラクタン ･プロティンの単離とその性質

キャベツから水可溶性のアラビノガラクタン･プ

ロティン(A-Iおよび A-II)の新 しい分離 ･精製法

を確立し化学的性質を分析 した｡A-Ⅰは分子量4.0

×105,タ ンパク質含量15.4%,ガラクトースとアラ

ビノースの比が 1.9/1のアラビノ-3,6-ガラクタ

ンであるのに対 し,A一日 は分子量 1.0×105,タン

パク質含量 8.0%, ガラクトースとアラビノ-スの

比が 1.5/1のアラビノ-3,6-ガラクタンである｡

両成分のタンパク質部分はヒドロキシプロリンが高

く,A｣ で 20%,A-1Ⅰで14%にのぼる｡

∫.AzUMA,T.KATAYAMA and T･KosHIJIMA:

Microwave Irradiation of Lignocellulosic

Materials VIII. Microwave Irradiation or

theNeutralFraction (CII-M)ofPineBj6rk･

man LCC,Wood Res.,No.72,I(1986)

東 順一,片山敏一,越島哲夫 :リグノセルロース

のマイクロ波照射Ⅷ.アカマツの Bj6rkmanLCC

中性画分の (C-Ⅰ-M)のマイクロ波照射

7カマツの Bj6rkmanLCC の中性画分 (C-I-

M)に対するマイクロ波加熱の作用 を分 析 した｡

180℃ 以上の温度に加熱すると糖部分が分解 し重合
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度が2-5のオリゴ糖と単糖が生成 した｡ リグニン

部分はマイクロ波加熱の過程で沈殿 した｡β-0-4結

合が切断され,230℃ 以上の加熱では リグニンと糖

間の結合も切断された｡糖部分の分解は0.5%の酢

酸の存在で加速され 210℃ の加熱で74.2%の遊離

糖が生成 した｡

I.AzUMA,I.HIGASHINO and T.KosHIJIMA:

Microwave Irradiation of Lignocellulosic

Materials VI. Enhancement of en2:y-atic

susceptibility of softwood barks,Mokuzai

Gakkaishi,32(5),351(1986)

東 順一,東野 潤,越島哲夫 :リグノセルロース

のマイクロ波照射 Ⅵ.針葉樹樹皮の酵素糖化率の向

上

5種の針葉樹 (アカマツ,-ゾマツ,カラマツ,

スギ,およびヒノキ)の樹皮を含水下マイクロ波加

熱前処理後酵素糖化した｡カラマツの樹皮について

は外樹皮と内樹皮のマイクロ波に対する挙動を比較

検討した｡その結果,酵素糖化率は 160⊂'C以上の温

度に加熱することにより改善され,210-215oC で

最高に達することがわかった｡最高糖化率は多糖ベ

ースにして35.5% (カラマツ外樹皮)～73.5% (-

ゾマツ)の範囲であ り,樹皮は同一樹種の辺材と遜

色なく酵素糖化された｡また,内樹皮は外樹皮の約

1.7倍糖化された｡

越島哲夫 :最近のウッドケミカルス,四国工研会報,

No.36, 12(1985)

広義のウッドケミカルスにつき概説 した｡

R･TANAKA,F･YAKU,J.IoDA,∫.AzUMA and

T･KosHIJIMA:Enzy-aticDegradationofAce-

tylglucomannan Ill. Identification of 610-

acetylgrollpinacetylgluco-annan by13C-

NMR spectrum)MokuzaiGakkaishi,31,859

(1985)

田中龍太郎,夜久富美子,伊与田悼,東 順一,越

島哲夫 :アセチルグルコマンナンの酵素分解 (第 3

報)13C-NMR による 6-0-アセチル基の確認

さきにアカマツダルコマンナンの酵素分解物から

分離 したアセチル基6.1%を含む 0 -β-Dmannopy

ranosyト(1-4)-0-β-D-manno-pyI･anOSyl-(1-

4)-0-β-D-glucopyranose を過ヨウ素 酸酸化する

と 4.4モル/モルの 104~を消費した｡さらにこの

オリゴ糖の 13C-NMR スペクトルから 64.4ppm

のシグナルはこのアセチル化オリゴ糖の非還元末端

マンノースの C-6が アセチル基をもつため低磁場

シフトしたものと結論された｡

藤島 静,夜久富美子,越島哲夫 :木材糖化におけ

る酵素の回収再利用(第 3報),酵素活性の基質への

吸着について,木材誌,32,119(1986)

Trchodermaviride 起源のセルラ-ゼオノゾカ

R-10とAspergillusniger起源のセルロシソAP,

及び両者の混合物を用いて,アカマツ及びセルロー

スを糖化した場合の主な3つの活性の基質-の吸着

について検討を行った｡アビセラ-ゼ活性は,セル

ラーゼオノブカ R-10の場合, セルロシソ APに

比べて5倍以上が吸着され,CMCase活性はアビセ

ラーゼ活性の吸着の少ないセルロシン APの場合に

多く吸着された｡ 針 グルコシダーゼ活性 は両セル

ラーゼともに吸着されるが,特にセルラーゼオノヅ

カR-10で多く吸着された｡混合酵素を用いた場合

は,アビセラーゼ活性の吸着はセルラーゼオノヅカ

良-10 とほぼ等 しく,CMCase活性では減少 した｡

アカマツの場合,セルp-スに比べて全ての活性は

同等またはそれ以上の吸着量を示 した｡

越島哲夫 :京都大学木材研究所 (大学の内容紹介),

繊維学会誌 42,249(1986)

木材研究所の沿革,現状,内容について紹介 した｡

T･WATANABE,J.AzUMA and T.KosfIUIMA:

Isolation of Lignin-Carbohydrate Complex

FragmentsbyAdsorpt10nChro-atography)

MokuzaiGakkaishi,31,52(1985)

渡辺隆司,東 順一,越島哲夫 : 吸着クロマ トグ

ラフィによる LCC フラグメントの単離

微粉砕アカマツ木粉から含水シオキサンで柚出し

た LCCを既述の方法により精製 した後,メイセラ

ーゼで分解 した｡生成物を トヨパール HW-40Sカ
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ラムにかけ,水で溶出して糖オ リゴマーを,そのあ

と50%ジオキサンによりLCC オリゴマーを分離 し

た｡この方法によって ミセルを形成 しやすい LCC

ら糖部分を分離することができた｡

前川英一･,幸崎敏之,越島哲夫 :セルE]-ス ･ヒ ド

ロキサム酸導体及びその金属錯体の性質,繊維学会

誌42,T-460(1986)

セルロースの過 ヨウ素酸酸化によって得られるジ

アルデヒドセルロースより Gal'braikh らが示 し

た ヒドロキサム酸誘導体の調製法について再検討 し,

簡便でかつ効率よく調製出来る方法を示 した｡改良

した方法によってヒドロキサム酸誘導体を調製 し,

その金属錯体を調製 してその性質を比較,検討 した｡

その結果,調製 したヒドロキサム酸誘導体は,Fe3十

Cu2十に対する結合能が高いこと及び 2種類 の金属

イオンを混合 した溶液系からCu2十のような特定金

属イオンに対 して,選択的に結合 して,捕集する能

力のあることが認められた｡ FC3+,Cu2十と同様に

Co乞+,Ni2十,Zn2+ に対 しても錯体の生成を認めた｡

T･UMEZAWA and T･HIGUCHⅠ:A novelCα-Cβ

cleavageofaβ-0･41igninmodeldinerwith

rearrange-entofthep-arylgroupbyPhan-

erochaete chrusosporium,FEBS Lell.,192,

147(1985)

梅津俊明,樋 口隆昌 :Phanerochaetechruso8--

porlum による β･アリール基の転位を伴う β-014

リグニンモデル化合物の Cα･Cβ開裂

4-エ トキシー3-メトキシフ ェニルグリセロール-

β-グアヤシルエーテル (I)-の Phanerochaetecり50-

51'oriumによる分解に際 して分解生成物 として2-グ

アヤコキシエタノール (ⅠⅠ)が生成する｡β位を 180

で標識 した (Ⅰ)及び γ位を 13Cで標識した (Ⅰ)を

用いた トレーサー実験 の結果, (H)の生成に際 し

て (Ⅰ)の β位のグアヤシル基の隣接するγ位-の

転位 とそれにひきつづ く C｡-Cβ開裂がおこってい

ることが示された｡この (ⅠⅠ)の生成機構は,従来

提案されていた (ⅠⅠ)の生成機構 と全 く異なる新 し

いものである｡

S. KAWAI,T.UMEZAWA and T.HIGUCHI:

Arylglycerol-r-formylesterasan aro-atic

ring cleavageproductofnonphenolicp-0-4

1ignin substructure -odelco-pounds de一

graded by Corlolusverslcolor,Appl.EnuiroTl.

Microbiol,50,1505(1985)

河合真吾,梅津俊明,樋 口隆昌 :非フェノール性

β-0･4型 リグニンサブス トラクチャーモデル化合物

のカワラタケ (Corlolusverslcolor)による分解

によって生成 した芳香環開裂化合物アリールグリセ

ロールーγヰ 酸エステル

4-エ トキシー3-メトキシフェニルグリセロール-γ-

ギ酸エステル (Ⅰ)が4-- トキシ13-メトキシフェニ

ルグリセ ロール-.a-シリンガアルデ ヒドエ ーテル

(II)と 4-- トキシ-3-メトキシフェニル-p-2.6-ジ

メ トキシフェニルエーテル (HI)の カワラ タケに

よる分解生成物として同定された｡13C標識 した化

合物 (IIⅠ′)を用いて, 化合物 (ⅠⅠ)のギ酸エステ

ルがβ位に結合した芳香環に由来す る ことが明ら

かにされた｡ しかしながら化合物 (ⅠⅠ)は,4-- ト

キシ-3-メトキ シ フェニルダ リセ p-ルーβ-グアイ

アシルエーテル (IV)の分解物中 に兄い出されな

かった｡化合物 (ⅠⅠ)浴, 4-- トキシー3-メトキシ

フェニルグリセロール (V)の前駆体 とな りうるこ

とが,3-(4-- トキシー3-メトキシフェニル)-トホル

ミルオキシプロパンの分 解 で 3-(4-- トキ シー3-

メトキシフェニル)-1-プロパ ノールが生成すること

により示唆された｡

また,4-- トキシ-3-メトキシフェニルグリセロ

ール-β,γ-環状炭酸エステル (VI)が,化合物(II),

(ⅠⅠⅠ),(IV)のカワラタケによる分解生成物 として

得られ,さらに化合物 (V)に変換されることが明

らかにされた｡ 13C 標識化合物 (ⅠⅠⅠ′), (IV′)を

用いて,化合物 (VI)の炭酸エステルが, 芳香環

開裂のフラグメントであることが証明された｡

T.OKAMOTO,K･SASAKI,M･SHIMADA and S･

OKA:CatalysisofAerobicC-C Bond Cleav-

age of 1,2-Bis (4--ethoxyphenyl) ethane-

1,2-diolby-eso-tetraphenylporphyrinatoiron

(ⅠⅠⅠ). A ModelSyste- f♭rCytocllrOmep-
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450scc-dependentGlycoICleavage,J.Chem.

Soc･Chem.Commun.,381(1985)

岡本 忠,佐々木健,島田幹夫,岡信三郎 :テ トラ

フェニルポルフィリン鉄(Ⅲ)による-ト2ビス (4-メ

トキシフェニル)エタン-1,2-ジオール の好気 的

C･C結合切断反応の触媒.チ トクロムp-450scc一依

存性グリコール切断反応のモデル系

分子状酸素と N-ベンジルー31カルバモイルーl,4-

ジヒドロピリジンの存在下で,テ トラフェニルポル

フィリン鉄 (ⅠⅠⅠ) 塩化物の触媒によって, グリコ

ール C-C 結合は室温で切断され,4-メトキシベン

ズアルデヒドを 生成 した｡ この反応は チ トクロム

p-450scc によって触媒される隣接ジオールのC-C

結合切断の特徴をほぼ再現していた｡

T･HABE,M.SHIMADA,T.0KAMOTO,B.PANIJPAN

and T.HIGUCHI:Incorporation orDioxygen

into theHydroxylated Productduring the

CIC Single Bond Cleavage of I,2-Bis (p-

-ethoxyphenyl)propane-I,3ldiol(コatalysed

byHe-im A NovelModelSyste- f♭rthe

Hemoprotein Ligninase,J.Chem.Sos.Chem,

Commun.,1323(1985)

渡部 豪,島田幹夫,岡本 忠, B.パニチバン,

樋 口隆昌 :ヘミンに よって触媒 され る 1,2-ビス

(p-メ トキシフェニル)プロパン-1,3-ジオールの

C-C単結合切断反応における分子状酸素の水酸化生

成物への転入,ヘムタンパク質 lJグ二ナーゼの新規

なモデル系

リグニンモデル化合物,1,2-ビス (p-メトキシ

フェニル)プロパン-1,31ジオールの酸化は第三級

ブチルヒドロペルオキシドと 1802存在下で,- i

ンに よって触媒 され,p-メトキシフェニルエタ ン

-1,2-ジオール とp-7ニスアルデヒドが Cα-Cβ結

合切断初期生成物として得られた｡前者の生成物中

に新に生 じた OH 基には83%の 180のとり込みが

証明された｡

佐藤 怪,伏木清行,太田芳和 :桐材の変色と化学

処理,木材保存,ll,25(1985)

特用樹として著名なキ リの材についてその需要 と

供給,種類,化学的性状や特性ならびに抽出物の分

析について触れ,最後につき板貼合板について赤変

の問題とも関連 して種々のテス トを行ない色差計で

測定した値から二三の考察を行っている｡

M.TANAHASHI,T.HIGUCHI,H.KoI‡AYASHI,Y.

ToGAMURAandM.SHIMADA:Characterization

and Nutritional I-prove-ent of Steam -

ExplodedWoodasRu-inantFeed,Cellulose

Chem.Technol.19,687(1985)

棚橋光彦,樋 口隆昌,小林久也,栂村恭子,島田幹

夫 :爆砕処理木材の反すう家畜の飼料としての特性

と栄養価の改善

シラカソ/i(Betulnplatiphilla)の爆砕処理木材

(28kg/cm2,4min)は セルラーゼによって容易 に

糖化され,また反す う家畜によってアルファルファ

と同様に容易に消化された :糖化率は爆砕材中の多

糖の約87%であ り,inuilro消化率は爆砕材の77%

であった｡ 爆砕材-のペキ ロ菌 (PaecilomycesL･ar

ioti)の培養は家畜飼料 としての爆砕材の栄養価を

かな り改善 した｡爆砕材水可溶フラクション中の-

ミセルロースから単離 した糖,フェノール性化合物,

そして 5-ヒドロキシメチルフルフラールはほとん

ど完全にペキロ菌によって代謝された｡この結果,

家畜飼料やアルコール発酵に対 して木材残液を有効

に利用する場合,爆砕処理が有望であると思われる｡

T･ONO and M･NoRIMOTO:Anisotoropy or

Dynamic Youmg's Modulus and Internal

Friction in Wood,JapaneseJ･Appl.Phys.,

24,960(1985)

小野晃明,則元 京 :木材の動的ヤング率および内

部摩擦の異方性

針 ･広葉樹材数種について,縦振動法により3主

軸方向の動的ヤング率Eと内部 摩擦 針1を測定 し

た｡樹種によらず,織維方向 (L)の動的ヤング率

に比べ,放射方向 (氏)および接線方向 (T)のそ

れは非常に低い値を示 したが,大 きさの順序 は,

EL≫ER>ETrであった｡一方, 内部摩擦は,Eと

は逆の傾向,すなわち aL~1≪qR-1<qT-1 の順序

であった｡方向および樹種 によらず,(rlと比動的
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ヤング率 E/γの関係はQ,ll-b(E/r)-叫こよって表

わすことができた｡

則元 京 :マイクロ波加熱の木材加工への応用,電

熱,No.27,50(1986)

マイクロ波加熱の木材加工への応用を, 1,木材

の分解,軟化処理,2,乾燥,3,樹脂の硬化に分

耕し,それぞれの応用例の主なものについて概説し

た ｡

野村隆栽 :木と日本人のくらし (日本木材学会編)

講談社pp,131 141(1985) 分担執筆

日本人のくらしと木材とのかかわ りをいろいろの

分野からとりまとめた中で,幼児に欠かせない玩具

とその素材としての木材について解説した｡

野村隆哉 :日本の伝統工芸 7(京都) ぎようせい

89-91(1985)分担執筆

林産学の基盤となる山村の振興のために広葉樹を

利用した木製玩其の生産を通して,地場産業を育成

し,それが京都の新伝統産業の-一一つとして位置付け

られるようになった経緯について概説してある｡

(安逮健二,水上 勉監修)

野村隆栽 :ブラジル便り(1)～(9),Wood一mic,vo1

3,No6(1985)-7ヽ014,No.3(1986)

昭和60年3月から昭和61年3 月までの一年間,

ブラジルに竹の栽培と利用の研究指導に渡伯した折

の現地での生活体験や,森林資源,林産業の現状等

について9回にわた り報告した｡

野村隆哉 :ブラジルの林産事情 木材工業,41,385

(1986)

竹の栽培と利用に関する研究指導のため渡伯し,

調査のため日本の約23倍の国土を持つブラジルを踏

査した中から,今日のブラジルの林産業の現状,工

業化の進行する中での森林の荒廃の様子,そのため

に//)せ用いた森林資源の再活性化のための方策等に

ついて概説した｡

野村隆哉 :ブラジルで竹栽培,国1祭協九 6,40

(1986)

ブラジルでの竹栽培の意義とその有効利用により

どのような波及効果がブラジルの農林業にもたらさ

れるかについて,実際に研究指導を行ったことに基

づき概説した｡

野村隆哉 :ブラジルの森林,国民と森林, 17,10

(1986)

今日,ブラジルは先進国の仲間入 りをするために

工業化に取 り組んでいるが, この過程で年間 150万

haの森林が消滅していき, 木炭の生産だけでも年

間700万 tが作られる中で,ブランルの森林がどの

ような現状にあるかを概説した｡

高谷政広,浜田良三,佐々木光 :長期荷重下におけ

る木材-エポキシ樹脂接着結合の開口破壊(第2報)

開口変位と破壊じん性,木材誌,31(9)746(1985)

長期荷重下の耐久限度に対する開口型破壊 じん性

GId を定義し,種々の木材接着試験片の GIdを求

めた｡エポキシ樹脂で接着されたベイヒ試験片では

CJdは40 oC あた りで最も大きく,接着層の厚さが

厚い程大きくなる｡またき裂の不安定生長 (破壊)

は負荷後に荷重のなす仕事量がある一定の値となっ

たときに発生すると仮定することができ,その値は

接着層が厚い程,また環境温度が 60 oC以内では

温度が高い程大きい傾向が認められた｡

S･KAWAl,HISASAKI,MINAKAJI,S.MAKIYAMA

andS･MoRITA:PhysicalPropertiesorLow･

DensltyParticleboard,WoodResearchNo.72,
2ト36(1986)

川井秀一,佐々木光,中路 誠,横LLJ信1功,森田清

司 :低比重パーティクルボー ドの物性

イソシアネート系接着剤を用いて製造された実大

サイズの低比重パーティクルボードの各種物性を検

討した｡原料 (Shoreat!･j,P)およびボードの比重は

それぞれ0.4および0.3-0.5であり,したがってボ

ードの圧縮比 (ボード比重/原料比重)は極めて低

い｡比重0.4のボードの曲げ強度は 100kg/cm2であ

り,ボードの厚みを幾分増すことにより,また単板

を張ることにより構造用途に必要な剛性が得られる｡
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一方,低比重ボードのはく離強度は比較的高く,ま

た乾湿くり返 し試験や長期水中浸せき試験に対して

十分な寸法安定性を示すことが明らかとなった｡

S.KAWAIand H.SASAKI:Production Tech.

nology for Low-Density Particleboard I.

For-ing a density gradientand its effect

on board properties,MokuzaiGakkai∫hi,32,

324-330(1986)

川井秀一,佐々木光 :低比重パーティクルボー ドの

製造技術 (第 1報)比重傾斜の付与とボーードの材質

に及ぼす効果

イソシアネ一一ト系接着剤を用いて,種々の圧締条

件下で低比重パーティクルボードを製造した｡用い

た原料は気乾比重0.4のラワンのストランドであり,

製造されたボーードの比重も0.4であるから,その圧

縮比 (ボード比重/原料比重)は1.0である｡固形分

重量比10%の接着剤をパーティクルに噴霧塗布し,

t二段階圧締方式''を用いて熱圧成板した｡ 熱圧時

の初期圧締圧力と圧締時間がボードの厚さ方向比重

分布に及ぼす影響,及びそれらのボードの材質への

影響を検討し,以下の結果を得た｡ 1)初期圧締圧

力及び圧締時間の増加と共にボード表層の比重は増

大する傾向にあるのに対し,中心層のそれは漸減す

る｡したがって,初期圧締圧力が高い程,また圧締

時間が長い程,ボードの厚さ方向比重分布は急勾配

となる｡ 2)急勾配の厚さ方向比重分布をもつ低比

重ボードの曲げ強度は水平せん断破壊が生じるため

にほとんど改善されない｡ 3)吸水厚さ膨張率及び

吸水率は初期圧締圧力及び圧締時間の増加と共に増

加する傾向にある｡前者はこれらの因子の増加に伴

い増大する表層比重に依るのに対し,後者のそれは

中心層の比重の低下に依拠している｡ 4)はく離強

度は初期圧締圧力と圧締時間の減少に伴って大きく

なる傾向を示す｡はく離強度は厚さ方向比重分布の

測定によって観察される中心層の最も低い比重と直

線的な相関を示す｡同種のパーティクルを用いた場

令,構造用ボー･ドの圧縮比の下限値は0.8と推定さ

れた｡

V･C. MALLARI, S. KAWAl, H. SASAKI, B.

SUBIYANTO and T.SAKUNO:TheManufactur_

ingofParticleboard I. Typesofadhesives

and optlmum moisture content,Mokuzai

Gakkai∫hi,32,4251431(1986)

グィセソテ･マリアリー,川井秀一,佐々木光,メ

ン/ミン･スビアント,作野友康 :パーティクルボー

ドの製造に関する研究 (第 1報)接着剤の種類およ

び最適含水率

セラヤ材 (ShoreasP.)パーティクルの含水率を

5-25%の範囲で変化させ,5種類の接着剤を用い

て製造したパーティクルボードの機械的性質および

寸法安定性について検討した｡その結果,高含水率

のパーティクルにおいては,ユリアおよびユリア･

メラミン樹脂を用いたボードの性質はかなり低下し

たが,フェノール樹脂を用いたボードでは,高含水

率のパーティクルの方が良好な性質を示した｡イソ

シアネート樹脂を用いた場合には,いずれの含水率

でも他の接着剤より良好な性質を示した｡いずれの

接着剤を用いた場合でも,パーティクルマットの含

水率が13%程度に調製した場合が比較的安定したボ

ードを製造することができることが明 らかになっ

た｡

石原茂久 :木材および木質材料の燃焼 とその防止

(4).高分子加工,34,516(1985)

熱減成,熱分解,着火,発炎燃焼,くん焼 ･表面

燃焼の燃焼過程の各段階における物理的,化学的方

法においてコントロールし,新材の燃焼がどのよう

に抑制されるかを示した｡

石原茂久 :木材および木質材料の燃焼 とその防止

(5),高分子加工,34,559(1985)

木材および木質材の燃焼抑制剤,とくに防火剤と

してのリンお,よびリン化合物の燃焼抑制の機作につ

いて,燃焼試験の結果に対応させて詳述した｡

石原茂久 :木材および木質材料の燃畔 とその防止

(5).高分子加工,34,613(1985)

防火剤としての-ロゲンとその化合物の燃焼抑制

の機作について,実際例を示しながら解説した｡-

ロゲンに発炎燃焼抑制に加えて表面燃焼抑制の作用

のあることについても解説した｡
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石原茂久 :木材および木質材料の燃焼 とその防止

(7,完),高分子加工,35,,-日 (1986)

防火剤としての/+tウ素とその化合物の燃焼抑制機

作について,また,か Jj素化合物に対するアルカリ

金属化合物の相乗l'用 について述べた｡

石原茂久 :木材や木質材料はどこまで火炎に耐えら

れるか,材料,34,1121(1985)

木材の建築材料としての特性,木材の熱分解,樵

焼挙動についてもふれた後,木材が耐火材料として

評価 されている理由とどの程度の耐火性能を有する

かを概説 した｡

角田邦夫 :木存保存の最近の動向-一新規薬剤及び保

存処理法の改善,木材保存,ll,74(1985)

ニュージラン′ド林業研究所 JohnA.Butcherの

t'S()merecenttrendsin wood PreSerVation-

Nc､､7Chemicalsand improved treEltmCntPrO一

ccsses"と題する総説の完訳｡ 新規低毒性化合物の

生物活性の範囲には限界があ り,木材保存剤として

利用する場合には使途が限定されることが問題とな

ろう｡ しかしながら,適用法の改良や薬剤の配合を

j二夫することによって,使用範囲の拡大を図ること

が可能である｡木材保存処理の経済性を上げるため

の処理法の開発に関する近年の研究成果や,木材保

存二1二業の最終的な目標になると思われる用途(晶軒)

別処理の発展状況について概説 した｡

K.TsUNODAandK.NISHIMOTO.lEffectofTim_

her Species on the Perfわrmance or Anti-

SapstainClle-icalsinControllingMoldand

Sapstain Fungion Wood,HolzforJCh2Lng,39,

331(1985)

角田邦夫,西本孝一 :防かび剤の効力に及ぼす樹種

の影響

3種の防かび剤 〔4-chlorophenyト3-iodopropa-

.gylformalと2-(4-thiazolyl)benzimidazJOIcとの

混合物である新規防かび剤と2種の商品〕で塗付処

理 (塗付畳 160g/m2) した 7樹種 (ベイツjl,ス

辛,オウシ:Lウアカ-.'ソ,アカてγ, ヒ/辛,ラワ

ン ､ ブナ)の試験片 〔20(T) ×?'(R) ×50(lJ)

mm〕のかび損抗性を日本木材保存協会規格第 2号

に準 じて試験 し,樹種 と防かび性能との相関を検討

した｡最良の防かび性能が得られた樹種はスギであ

り,他の針葉樹種がこれに続き,反対に,広葉樹で

あるラワンあるいはブナでの防かび性能が最低であ

った ｡

供試 した新規防かび剤は,防かび効力が高 く, 商

品として実用されている トリ〟ロルフェノール主剤

品や改良 トリクロルフェノール防かび剤と処理経済

性を比較しても劣らないことが明らかになった｡

K･TsuNODAandK.NISHIMOTO:JapaneseStand-

ardized Methods for Testing Effectiveness

ofChe-icalsAgainstTer-ite Attack)The

lnl.Re∫･GrouponWoodPre∫eru. DocumentNo∴

lRG/WP/1290(1986)

日本シロアリ対策協会と日本木材保存協会は独自

に,防蟻剤の効力試験方法を定めていたが,内容の

大半は同一一であった｡最近になって,薬剤認定の一

本化を図るために両協会とは別個の木材保存剤審査

機関が設立されるのに並行 して,試験方法の標準化

が行われてきた｡わが国の標準防蟻効力試験方法を

英訳 して各国に紹介 し,同時に∴審査機関の機能に

ついても概説 した｡

角田邦夫,西本孝一 :海面貯木場におけるフナクイ

ムシの食害と防除 (5)-防除の考え方-,木材工

莱,41,276(1986)

海面貯木場で発生するフナクイムシの食害を防IL

する目的に沿って,注意を払 う必要のある事項につ

いて解説するとともに,物理的 ･化学的なフナクイ

ムシ防除法の可能性について論及 した｡

K.TsuNOl)AandK.NISHIMOTO:Evaluation or

Wood PreservativesforSurfaceTreatment,

InternationalBiodelerioration,22,27 (1986)

角田邦夫,西本孝一 :表面処理用木材防腐剤の効力

評価

FIl木木材保存協会規格第 l号に準 じて,13種の木

材防腐剤の塗付処理での防腐効力を比較検討 した｡
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従来,広範に使用されてきた有機スズ化合物である

トリブチルスズオキシドや トリブチルスズフタレー

トの効力がもっとも高く,次いで,有機ヨウ素化合

物 の 4-chlorophcnyl-3-iodopropagylformalで

あった｡新規の低毒性化合物であるトリ-ロアリル

化合物 (3-ethoxycarbonyloxy1-1-brom0-1,2-

diiodopropene)は,処理濃度 1%で満足し得る防

腐効力 (すべての場合について,防腐効力値が80以

上)を示した｡パーサチック亜鉛やネオデカン酸亜

鉛は実用されているナフテン酸亜鉛とはば同等の防

腐力を有していることが判明し,実用の可能性が示

唆された｡

M･NoGUCHI,K.NISHIMOTO,Y.IMAMURA,Y.

FUJII,S.OKUMURAandT.MIYAUCIII:I)etection

ofvery early stages ofdecay in western

hemlock wood using acoustic emissions,

For.Prod.J.,36,35 (1986)

野口昌巳,西本孝一-,今村祐嗣,藤井義久,奥村正

悟,宮内隆宏 :アコースティック ･エミッションを

用いたベイツガ材の初期腐朽の検出

重量減少率5%以下の初期腐朽は,かなり大きな

強度低下をひきおこすものの,その検出は容易では

なかった｡褐色腐朽菌による初期の段階のベイツガ

腐朽材を曲げ試験し,その際発生するアコースティ

ック･エミッション (AE)を測定し,初期腐朽の

検出を試みた｡AEは,健全材では破壊荷重の50%

に達 しない と発生しないが,重量減少率 1%以下

の初期腐朽材では破壊荷重の4-32%の早い段階か

ら発生した｡きわめて低い応力 レベルから発生する

AEを測定することにより,木材の初期腐朽の検出

手段としての可能性を示した｡

M.NoGUCHT,Y.FUJIIandY.IMAMURA:Useof

acousticemissioninthedetectionorinclpl-

entstagesofdecaylnWeStern hemlockwood,
Acou∫ticsLeller∫,9,79(1936)

野口昌巳,藤井義久,今村祐嗣 :ベイツガ材の初期

腐朽の検出へのアコースティック ･エミッションの

利用

アコ-スティック ･エミッション (AE)を腐朽

の検出.に用いる目的で,ベイツガ材を腐朽させ局部

Ft三桁荷重を負荷して,発生する AEを測定した｡

健全材では 100kgrを越えてはじめて AEの発生

がみられたが,腐朽材では 15kgfから発生し,腐

朽の初期段階であって も低い荷重域か ら AEの発

生が急増した｡局部圧縮試験は容易に行えるため,

初期腐朽の現場測定に応用できる見通しがついた｡

Y.IMAMURA andK.NISHIMOTO:Resistanceof

acetylated wood toattack by subterranean

termites,Wood Research,No.72,37 (1986)

今村祐嗣,西本孝一 :アセチル化処理木材の耐蟻性

針葉樹単板を無水酢酸と反応させて得たアセチル

化木材の耐蟻性を,強制摂食試験と選択摂食試験か

ら検討した｡イ-シロアリは処理木材であっても食

害するが,食害による処理木材の重量減少率はアセ

チル化率の向上につれて減少した｡ヤマ トシロアリ

はアセチル化処理木材をほとんど食害することがで

きなかった｡アセチル化処理による木材の耐蟻性は,

木材成分のアクセシブルな水酸基が化学的に安定な

結合に変わるため,シロアリの腸内共生原生動物が

処理木材を栄養源として利用できず,その結果とし

てもたらされるものであると推定された｡

R.IwATA,J･AzuMAand良.NISHIMOTO:Studies

ontheAutecologyofLgctusbrunneus(Ste-

pllenS)(Coleoptera,Lyctidae).ⅤⅠⅠ. Chemi-

Cal InvestigationsoftheNutrientComposi-

tionofFoods,T4/oodRe∫earch,No.72,45(1986)

岩田隆太郎,東 順一,西本孝一 :ヒラタキクイム

シの種生態学的研究 (第 7報),食物中の栄養成分

の化学分析

木材害虫ヒラタキクイムシにとっての二大必須栄

養素としてのアミノ酸及びデンプンの含有量を,そ

の食物 (人工飼料とナラ材辺材)とそれぞれの場合

の虫糞とで比較した｡各アミノ酸間では,幼虫によ

る利用率には相当差があったが,酸性アミノ酸及び

水酸基を伴うアミノ酸はより選択的に利用されてい

た｡試料中のデンプンを分析してそのアミロース :

アミロペクチン比をもとめた所,後者が飼料中には

より多く含まれ,かつそれが幼虫によってより有効
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に利用 されているようであった｡デンプンとアミノ

酸の消費量の比は,人二l二飼料におけるよりもナラ材

辺材における方がより高 く,人｣二飼料摂食よりも木

材摂食における方がェネルギ一一をより多く必要 とす

ることを示 した｡

TllTO-I,R.M.0'NFJH一and R.M.Bl10WN,Jr.:

Interference ofCellWallRegeneration of

Boergeseniaforbeglz'protoplastsbyTinopal

LPW,aFluorescentBrighteningAgent,Pro-

toplasma123,174(1984)

伊東隆夫, リチャー ド オニール,マルカム ブラ

ウン :蛍光増白剤,ティノパル LPW,によるマガ

タマモプロ トプラス トの細胞壁再生の阻害

てガタてモに傷をつけると同調的に多 くのプロト

プラストを形成 し,これらプロトプラス トは傷害後

2-3時間以内に大きいセル p-ースミクロフ (ブリ

ルを合成する｡ ミクロ フ ヤブリ′レほ直線形 タ- ミナ

ノしコンプレックス (TCs)によって形成 されると思

われる｡TC のサブユニットは原形質膜のE面 とp

面の両面に現れるので トランスメンブレン コンプ

レックスであることを示唆 している｡ ミクロフィフ

リルの合成方向は---･次壁形成時はランダムであ り二

次壁形成時には規則的になる｡二次壁堆積時のTSs

の平均密度は 1.7/〃m2で TC の平均長は 510nm

である｡TC の構造はクマゴ/;ロニアと斯似 してい

るがてガタマモの比較的大きい TCs(510nm vs,

350nm)は相対的 に大きい ミクロフィブリルを生

みとtけ (30nm vs.2011m)｡

蛍光増白剤のティノパル LPW のてガタてモ プ

ロトプラス ト細胞壁再生に及ぼす影響を調べた｡ ミ

クロフィブリル形成を妨げるティノパル1-.PW の閥

値は 1.5〃M である｡(15分 までの短時間であるが)

95/LM では ミクロフ 1ブリルの鋳型は ミ//ロフ ィ

ブリル末端で球形 となる｡長時間処理 (24時間)で

は TCsとミクロフィブリ′レの鋳型はみられない｡

テ 1ノパルを洗い流 してやると再び正常な壁形成を

始める｡ しか し,TCsは少な くともティノ/ミルを

除いた後30分までほ再生 しない｡テ ィノパル処理前

に規則的に並んだ TCsが存在 していたことを考慮

すれば, TCsが再生時にランダムに 並んでいたこ

とは TCsの形成の中間段階にあるのか あ るい は

TCsが新たに合成されることを意味する｡

越島哲夫 :木材糖化工業の将来展望,林 業 技術,

No.510.2(1984)

木材糖化工業が現在どのような問題を含み,将来

どのように展開 していくかにつき論 じた｡

越島哲夫 :食用きのこの生育促進,日本醸造協会雑

誌,79,851(1984)

針葉樹亜硫酸パルプ排液からえられる食用きのこ

生育促進成分を用い, ヒラタケ,エノキタケ,シイ

タケなどを培養 したときの最適条件,きのこ収量,

有効成分等につき検討 した｡その結果,糖 ･リグニ

ン結合体 (LCC)のスルホン化物が著 しい生育促

進効果をもつことを兄いHJ.した｡

越島哲夫 :ウッドケミカルスの動向と将来,生物資

源の開発 と利用技術講習会テキス ト (化学工学協会

関西支部)p57-61(1984)

天然樹木が生産するケ ミカルス,として油脂,精油,

ゴム,樹脂,パ′レプ化過程で副生するケ ミカルスと

して硫化ジメチル,ジメチルスルホキシド,バニリ

ン, トー′レ油 ロジン,脂肪酸, ピヅチ,テルペンチ

ソ, リグノスルホン酸塩,のほかセルロースファイ

ンポ リマー, ブルコ-スおよびその関連物質などに

つき述べた｡

野村隆哉 :林産学およびその関連産業の広が りを求

めて,木材工業,39,594(1984)

私たちにとって身近な生活材料である木材は,こ

れまで潤沢にあ りす ぎたため,他の工業原料 と同 じ

ょうに取 り扱われてきた｡そのため,生物材料 とし

ての特性を私達の生活文化の中に正 しく位置付ける

努力を十分 してこなか ったのではなかろ うか｡ここ

では,林産学や木材二1二業の再生のためには,天然素

材としての木材そのものをただ単に材料 としてでは

なく,生活文化の面か ら総合的に捕えなおす ことの

必要性を指摘 した｡
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